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Moodleのグループ機能を利用した演習科目での利用
湯川　治敏（愛知大学地域政策学部）　
要旨
　2011年度にスタートしたスポーツ・健康演習では豊橋校舎の1年生約1400名に対してmoodle
を使った課題の提出を義務づけている。ここでは大人数の授業をグループ分けし，それぞれの
グループごとに課題内容や提出期間を設定できるグループ設定についての利用を紹介する。
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1.　はじめに
　筆者がmoodleを利用し始めたのは
2007年度の「マルチメディア表現」だった
と記憶している。科目名称からも想像で
きるようにこの科目はPC実習室を利用し
た授業で有り，moodleの持つ機能を利用
しやすい環境と言える。その後，大規模
講義などでも利用してきたが2011年度秋
学期からは体育の実技科目においても利
用を開始した。そこでは「グループ」とい
う機能を初めて取り入れたのでここで紹
介させて頂く。
2.　これまでのmoodleの利用
2.1　PC実習室利用時における利用
　前述のように筆者がmoodleを利用し始
めたのは2007年度の「マルチメディア表
現」であった。現在も同科目を担当して
おり，moodleを活用している。当該科目
において具体的に利用している機能を列
挙してみると以下の通りである。
・出席管理
・資料配付
・関連ページへのリンク
・アンケート
・小テスト
・課題提出
・クイックメール
・評定
・バックアップ
・リストア
　各項目の具体的な利用方法については
割愛するが，PC教室における情報関係の
授業においてはもはやmoodleは手放せな
い授業アイテムとなっている。情報関係
の授業ではないが経済学部の「健康・ス
ポーツ情報論」でもPC教室を利用してお
りほぼ同様の利用方法をしており，この
授業においてもmoodleは手放せない。い
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ずれの授業においても最も便利な機能は
バックアップ/リストアである。これは
以前の授業におけるコース全体をバック
アップしておき，新たな授業でそれをリ
ストアすることにより以前のコースで設
定した課題やアンケート，資料などをそ
のまま利用可能となる機能である。ただ
し，アンケートや課題等の実施期間は新
たな授業に合わせて変更しなければなら
ないが以前のリソースを再利用できるメ
リットは非常に大きく大変重宝している。
2.2　一般教室における利用
　PC教室ではmoodleの持つ様々な機能
を利用でき，大変便利であるが一般教
室における授業でも今ではmoodleを利
用している。とはいえ，利用は限られて
おり，大規模講義における資料配付であ
る。具体的には今年度の「スポーツ工学」
（昨年度まではスポーツ科学）という講義
科目で利用している。受講生は授業前に
moodleから授業資料をダウンロードし，
あらかじめプリントアウトした資料を授
業に持参する。このメリットは教員の資
料印刷の手間が省けることと紙の無駄を
省けることである。さらに大きなメリッ
トはこの講義では図を多用するため資料
はカラーである方が望ましい。しかし，
カラーの大量印刷は現実的に無理である
ため，受講生自身で自宅なり，大学なり
でプリントアウトしてもらう。カラー印
刷の環境がなければモノクロで印刷して
おきあらかじめ自分で色をつけておけば
良いので工夫次第では学生の負担がそれ
ほど大きくなるわけではない。ただ，情
報メディアセンターでの学生の印刷枚数
が年々増加していることが問題視されて
いる。今ではレポートをワープロソフト
で書いてわざわざ印刷して提出される方
が教員としても面倒なので今後はレポー
トでの印刷枚数は減少傾向になると思わ
れるが，書き込みが必要な授業資料など
はやはり学生は今のところ印刷した資料
が必要であろうと思われる。今後，iPad
等のタブレットPCの普及がさらに進めば
配布されたPDFの授業資料に学生がメモ
を書き込むことができ，その時が来れば
印刷枚数が激減すると考えられる。しか
し，今現在ではまだそのような状況では
ないため，しばらくは紙媒体への印刷が
避けられない状況であろうが，大学での
印刷は完全な受益者負担にしてしまえば
それほど大きな問題とは思われない。こ
の点については本稿の内容とは外れるの
でここまでとする。
3.　「スポーツ・健康演習」における利用
　2011年度のカリキュラム改変に伴い，
豊橋校舎の体育分野科目もこれまでの
「コンディショニング」（1年次秋学期・1
単位）と「生涯スポーツ」（2年次春学期あ
るいは集中・1単位）の2科目2単位の必修
－ 39 －愛知大学情報メディアセンター vol.22，No.1，2012
から，「スポーツ・健康演習」（1年次秋学
期・2単位）の1科目2単位の必修へと変
わった。これまでの「コンディショニン
グ」をベースにしてはいるものの，単に
実技の科目を「演習」と名称変更して2単
位化したのではなく，内容的にも「演習」
にふさわしく2回分を「健康演習」との名
称で完全な講義とし，その他の実技を含
む3つのプログラムにおいても単に実技
を実施するだけでなく，実施後にレポー
トを課すこととした。つまり学生は「健
康演習」プログラムを含む4つのプログラ
ムでそれぞれのレポートを提出すること
になる。今年度のみであるが豊橋校舎に
は文学部，経済学部，国際コミュニケー
ション学部，地域政策学部の4学部があ
り，当該科目の履修者数は再履修者も含
めると約1400名に上る為，提出されるレ
ポート数はその4倍の5600件となる。も
ちろん全体を10クラスに分けそれぞれの
クラスを4名，延べ40名の教員が担当す
るため教員一人あたりのレポートは140
人分となるが，実技の時間に紙のレポー
トを提出する（学生）/される（教員）こと
の不便さやその管理を考えると紙ベース
での提出は避け，オンラインでの提出が
可能なmoodleを利用することにした。た
だ，当該科目の実施形態からこれまで筆
者が利用してきた機能だけでは十分でな
く，moodle管理者に相談したところ，「グ
ループ」機能を紹介して頂き，無事その
機能を利用して授業での運用，特に課題
の運用が可能になった。管理者によれば
「グループ」機能の利用は今回が初めての
ケースとのことなので本稿ではその具体
的な設定と運用方法について紹介する。
3.1　授業概要と実施形態
　前述のように「スポーツ・健康演習」は
1年次秋学期開講の必修2単位科目であ
る。今年度は約1400名の受講生を10クラ
ス（月，水，木，金，土曜に各2クラスず
つ）配置しており，それぞれのクラスを
4名の教員が担当している。各クラスは
4つのプログラム（体力測定，健康演習，
屋内スポーツ，屋外スポーツ）からなり，
それぞれのプログラムに教員が張り付
き，受講生はA〜Fの6班に分かれてプロ
グラム間をローテーションしていく。具
体的な班分けとプログラム間のローテー
ションを表1に示す。
　表1に示すように，学生はA〜Fまでに
班分けされ，体力測定および健康演習プ
ログラムでは各班ごとに2回ずつ，屋内，
屋外スポーツプログラムでは2班合同で4
回の授業を受講する。今回の「スポーツ・
健康演習」ではそれぞれのプログラム終
了時に課題を提示し，全てmoodle上で提
出させることとした。それぞれのプログ
ラムにおける課題内容は全てのクラス，
班で同一であるが課題の提出期間が異な
る。このような場合にグループ機能が非
常に有用である。
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3.2　グループ機能の利用
　グループ機能を利用することにより同
一コース内に登録した学生に異なる課題
を提示したり，同一課題について別の提
出期間を設定することが可能となる。以
下に具体的な設定方法を示す。
3.2.1　グループ設定とグルーピング設定
　グループ機能を利用するにはまずグ
ループを作成し，学生をグループに所属
させなければならない。グループの作成
と学生の登録はmoodle上の教員ロール
であれば作業可能であるが，当該科目の
履修人数は約1400名である為，グルー
プ名簿を元に管理者に依頼して一括処理
して頂いた。グループの設定画面を図1
に示す。グループ一括登録により図1に
示す様なグループごとの表示が可能とな
る。ここで注意しなければならないのは
「グループ」の他に「グルーピング」も設定
しなければならないことである。はじめ
は何の意味か？なぜ必要か？が理解でき
なかったが要は静的なグループ分けと動
的なグループ分けと考えれば良いことが
判り，実際に今回のケースではそのあり
がたさが判った。つまり，「グループ」は
各個人が属する静的なグループであり，
コースの中で個人はあるグループに所属
でき，所属グループが複数であっても構
わない。これに対し「グルーピング」はま
さに動的な塊で，ある課題ではAグルー
プのみ，別の課題ではA,Bグループ，さ
らに別の課題ではA,Cグループ対象とす
るなど，課題ごとに対象を変えることが
できる。実際に当該科目においては静的
なグループとして表1のA〜Fをグループ
a〜fに割り当てたのち，班別に課題提出
される体力測定および健康演習プログラ
ムにおいてはグルーピングをそれぞれの
班のみにし，2班合同で実施する屋内ス
ポーツおよび屋外スポーツの課題につい
てはグルーピングを2班合同として定義
表1　スポーツ・健康演習における班分けとローテーション
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した。
　グルーピングの具体例を図2に示す。
一番左のグルーピング欄はグルーピング
の名称を示している。今回は判別しやす
いように静的なグループである班（a〜
f）の名称をそのまま利用したが全く別
の名前でも構わない。左から2番目のグ
ループ欄はそのグルーピング内に属して
いるグループを示している。つまり，グ
ルーピングの「a」にはグループ「a」のみ
が属し，グルーピング「ab」にはグループ
「a,b」の2グループが属していることを示
している。活動欄ではそのグルーピング
に対して割り当てられた活動であり，今
回は課題の数を示している。例えばa班
であるグループaはグルーピングのaとab
に属しているため，グルーピングaのみ
に課された課題が2つ，およびグルーピ
ングabに課された課題が2つの合計4つの
課題が課されていることがわかる。その
他のb〜fについてもそれぞれで4つずつ
の課題が課されていることがわかる。編
集欄の一番右の3人の人影のアイコンを
押すとそのグルーピングの構成グループ
を追加/削除する画面に移行する（図3）。
ここでは対象となるグルーピングに属す
るグループを追加/削除することができ，
その結果が図2のグループ欄に「a,b」とし
て表示されることになる。また，グルー
ピングの概要画面を図4に示す。この場
図1　グループ設定画面
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面ではグルーピングに登録されたグルー
プの構成メンバーを確認することが可能
である。
　以上のグループおよびグルーピングの
設定が終了すれば次は具体的な課題の設
定が可能となる。
3.2.2　グループごとの課題設定
　グルーピングの設定が完了した後の
課題設定画面を図5に示す。課題名およ
び詳細，課題期間等の「一般」項目や課
題の提出方法によって表示される「単一
ファイルのアップロード」や「オンライン
テキスト」等のブロックの下に，「一般モ
ジュール設定」として「グループモード」，
図3　グルーピングの追加/削除画面
図2　グルーピング設定画面
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図4　グルーピングの概要画面
図5　グルーピングを用いた課題設定画面
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「グルーピング」，「グループメンバーのみ
利用可」の設定項目が表示される。グルー
プモードを「分離グループ」，その課題を
課すグルーピングを「グルーピング」項目
から選択する。図ではグルーピング「a」
が選択されているが，選択肢としては
グルーピングで定義したa〜fおよびab, 
cd, efの9つのグルーピングから選択が
可能となっている。つまりここで選択で
きるのは静的な「グループ」ではなく，動
的な「グルーピング」となる。
　このように同じ課題を実施期間を変
えて全てのグルーピングについて設定
すると教師のコース画面には図6の様に
表示される。図6は各グループごとに授
業が実施される体力測定プログラムのト
ピック画面である。「レポート課題」に続
く「（a）」はその課題を課されたグルーピ
ング（グループではない）が表示されて
いる。この課題はそれぞれの単一グルー
プに対して課されるのでa〜fそれぞれに
ついて課題が設定されている。さらに別
のトピックとして屋内スポーツにおける
トピック画面を図7に示す。前述のよう
に屋内スポーツでは2つのグループ合同
で授業を行うため，課題についてもab, 
cd, efのグルーピングに対して課せられ
る。図7の「レポート課題」に続く「（cd）」
等はグルーピングcdに対しての課題であ
ることを示している。
3.3　教員画面と学生画面との違い
　図6，7に示すように教員画面ではそれ
ぞれのグルーピングに対する課題につい
て，実施期間等の設定ができなければな
らないためコース画面は少々複雑になっ
てしまう。もし，学生も同じ画面だとす
ると自分のグループが判らずどこか別の
グループの課題に答えてしまう可能性が
あるのではないかと心配したが，その心
配は無用であった。図8には学生のコー
ス画面を示す。この学生はグループaに
属すサンプル学生であるが，コース画面
には教員画面で表示されていたようなグ
ルーピングが表示されておらず，さらに，
教員画面では複数表示されていた課題が
それぞれのトピックで一つしか表示され
ていない。これは学生のコース画面では
自分の所属するグループに課せられた課
題のみ表示されるようになっているため
である。つまり，学生自身は自分がどの
グループに属しているかを気にする必要
は無く，また，間違えて他の課題を実施
する可能性もない。これは教員にとって
も，学生にとっても非常にありがたい仕
様である。
3.4　課題の評価
　各課題の評価については担当する教員
に直接採点を依頼する。ただし，課題の
期間や内容については統一しているた
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め，編集権限のない教師として登録した。
実際に各課題について編集権限を持つ教
員は3名の専任教員のみである。
3.5　出席・成績管理
　本稿の内容とは直接関係ないが，今回
のmoodleの利用に伴い，出席および成績
についてもmoodleで管理する予定であ
る。これまで，授業期間終了後に出席お
よび各プログラムにおける教員の評価を
手入力し，その後集計していた。もちろ
ん，出席をオンラインで取れるわけでは
ないがある期間ごとにmoodle上に出欠情
報を入力しておくことで学期末の入力作
業の手間が省ける。さらに課題について
は全てmoodleで処理するため出席と課
題を容易に集計可能であることは非常に
大きなメリットであると考えられる。奇
しくも採点処理をWeb上でできるように
図7　グルーピングを用いた課題設定後の教員のコース画面（2）
図6　グルーピングを用いた課題設定後の教員のコース画面（1）
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なったことで，集計から最終的な採点処
理までをほとんど手作業に頼ることな
く，つまり手作業によるミスの軽減と効
率化につながると考えられる。
4.　問題点と今後の課題・要望
　本稿執筆時点ではmoodle上での課題設
定が終了し，それぞれの課題の評価も可
能であることが確認できた程度であり，
当該授業の全体を通して本当にうまく運
用できるかどうかは今学期が終わってみ
なければ本当の評価はできない。ただ，
これまでのところ大きな問題は無く順調
に運用が進んでいると考えられる。今後
の課題や要望については今学期終了後に
あらためてまとめなければならないが現
時点での要望点を上げるとすれば課題の
設定である。課題数では全体で約180あ
るが各クラスごと，グルーピングごとに
違った期日設定が必要なため非常に手間
が掛かり，ミスも生じやすい。コースの
インポートなどを利用すれば設定しなけ
ればならないのは約半数に減少するがそ
れでも100近い期日の指定をしなければ
ならないのは大変な作業である。課題の
登録についても一括登録ができるような
仕組みがないだろうか。もしあるとすれ
ば次回は是非導入して頂きたい。
図8　グルーピングを用いた課題設定後の学生のコース画面
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